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合
同
会
議
は
平
成
２７
年
３
月

１３
（
金
）
に
組
合
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
（
以
下
、

敬
称
略
）

【
出
席
者
】

﹇
理
事
﹈
矢
部
、
瀧
山
、
葭

原
、
渡
邉
（
尚
）、井
上
、
桑

原
、
堀
越
、
土
屋
、
伊
藤
、
渡

部
、
小
林
﹇
支
部
長
﹈
中
川
、

加
藤
、
宮
崎
、
松
本
、
佐
藤

【
欠
席
者
】

﹇
理
事
﹈
井
口
、
長
岐
、
山

下
、
狩
野
、
澄
川
、
西
川
﹇
支

部
長
﹈
斗
澤
、
古
澤

理
事
長
挨
拶

「
今
年
度
の
決
算
は
、
事
務
局

の
引
き
継
ぎ
に
よ
る
人
件
費
と

Ｐ
Ｃ
の
費
用
の
発
生
で
若
干
の

赤
字
と
な
る
見
通
し
で
す
」

（
こ
こ
で
本
日
の
座
長
に
瀧
山

副
理
事
長
の
指
名
が
あ
り
、
以

下
の
報
告
と
提
案
が
あ
っ
た
。）

・
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

経
理
部
（
渡
邉
）
現
在
の
組
合

員
数
は
１
０
２
社
で
す
。

広
報
部
（
矢
部
）
東
タ
煉
協
報

の
２
３
９
号
の
内
容
説
明
。

組
織
部
（
井
上
）
組
合
員
の
募

集
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
各

支
部
よ
り
発
送
を
お
願
い
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

厚
生
部
（
伊
藤
）
４
月
１０
日
の

ゴ
ル
フ
会
は
参
加
者
を
も
う
１

組
程
増
や
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

資
材
部
（
堀
越
）
年
間
９０
万
の

利
益
目
標
で
す
が
、
２
月
末
現

在
７４
万
の
達
成
で
す
。

技
術
部
（
桑
原
）
技
能
検
定
の

申
込
期
間
は
４
月
６
日
（
月
）

〜
４
月
１５
日
（
水
）
で
す
。

総
務
部
（
葭
原
）
４
月
以
降
の

日
程
表
を
配
布
し
補
足
説
明
。

次
回
の
合
同
会
議
は
５
月
１３
日

（
水
）
に
行
な
い
ま
す
。

・
各
支
部
よ
り
提
案
と
報
告

文
京
（
中
川
）
３
月
７
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
（
新

会
員
１
名
参
加
）

品
川
大
田
（
松
本
）
２
月
１７
日

に
支
部
会
を
行
な
い
１１
名
の
出

席
で
し
た
。
次
回
は
４
月
に
行

な
い
ま
す
。

豊
島
（
加
藤
）
２
月
１７
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
３
月
１７
日
に
行
な
い
ま
す
。

練
馬
板
橋
（
土
屋
）
２
月
１８
日

に
支
部
会
を
行
な
い
１２
名
の
出

席
で
し
た
。
次
回
は
３
月
１７
日

に
行
な
い
ま
す
。

北
（
小
林
）
４
月
４
日
に
支
部

会
を
行
な
い
ま
す
。

荒
川
（
宮
崎
）
１
月
２４
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

足
立
（
佐
藤
）
２
月
１９
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
４
月
２０
日
に
行
な
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
座
長
よ
り
議
長
に
交

代
、合
同
会
議
を
終
了
し
た
。

第
６
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議
を
開
催

合
同
会
議
は
平
成
２７
年
５
月

１３
（
水
）
に
組
合
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
（
以
下
、

敬
称
略
）

【
出
席
者
】

﹇
理
事
﹈矢
部
、
瀧
山
、
葭
原
、

渡
邉
（
尚
）、桑
原
、
山
下
、
堀

越
、
狩
野
、
土
屋
、
伊
藤
、
渡

部
、
小
林﹇
支
部
長
﹈中
川
、
加

藤
、
宮
崎
、
松
本
、
佐
藤

【
欠
席
者
】

﹇
理
事
﹈
井
口
、
長
岐
、
井

上
、
澄
川
、
西
川
﹇
支
部
長
﹈

斗
澤
、
古
澤

理
事
長
挨
拶

「
今
年
度
の
決
算
は
、
事
務
局

の
引
き
継
ぎ
に
よ
る
人
件
費
が

あ
り
ま
し
た
が
、
若
干
の
黒
字

決
算
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。」

（
こ
こ
で
、
本
日
の
座
長
に
瀧

山
副
理
事
長
の
指
名
が
あ
り
、

以
下
の
報
告
と
提
案
が
あ
っ

た
。）

・
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

経
理
部
（
渡
邉
）
現
在
の
組
合

員
数
は
１
０
４
社
で
す
。

事
業
部
（
狩
野
）
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
組
合
加
入
に
つ
い
て
の
記

事
を
載
せ
た
が
、
反
応
は
今
一

つ
で
し
た
。

技
術
部
（
桑
原
）
技
能
検
定
の

申
込
は
、
１
級
６８
名
、
２
級
２１

名
、
計
８９
名
で
す
。

（
瀧
山
）
連
合
会
で
６
月
１４
日

に
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

厚
生
部
（
山
下
）
次
回
の
ゴ
ル

フ
会
は
１１
月
に
行
い
ま
す
。

資
材
部
（
堀
越
）
２６
年
度
は
９０

％
の
達
成
率
で
し
た
が
、
今
期

は
何
等
か
の
対
策
を
講
じ
て
Ｕ

Ｐ
さ
せ
て
行
き
た
い
。

総
務
部
（
葭
原
）
総
会
は
２７
日

の
午
後
４
時
か
ら
で
す
。

７
月
７
日
に
は
連
合
会
の
総

会
も
あ
り
ま
す
。
次
回
の
合
同

会
議
は
７
月
１３
日
に
行
な
い
ま

す
。

・
各
支
部
よ
り
提
案
と
報
告

文
京
（
中
川
）
４
月
３０
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
６
月
に
行
な
い
ま
す
。

新
宿
杉
並
（
矢
部
）
支
部
長
に

矢
部
雅
彦
が
就
任
し
ま
す
。

品
川
大
田
（
松
本
）
４
月
１６
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

次
回
は
６
月
に
行
な
い
ま
す
。

豊
島
（
加
藤
）
４
月
１７
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
５
月
１９
日
に
行
な
い
ま
す
。

練
馬
板
橋
（
伊
藤
）
５
月
２１
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

北
（
小
林
）
４
月
４
日
に
支
部

会
を
行
な
い
ま
し
た
。

足
立
（
佐
藤
）
４
月
２０
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
６
月
１９
日
に
行
な
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
座
長
よ
り
議
長
に
交

代
、
合
同
会
議
を
終
了
し
た
。

第
７
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議
を
開
催

タタイイルル工工事事需需要要喚喚起起キキャャンンペペーーンン

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め

ます。

暑暑
中中
おお
見見
舞舞
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

顧
問
理
事

矢
部

晴
也

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

副
理
事
長

葭
原

隆
雄

顧

問

永
井

博

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

顧

問

葭
原

四
郎

理
事
長

瀧
山

有
二

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

（２）平成２７年７月１５日東 タ 煉 協 報第２４０号


